
パワー・モード CPU 周辺機能 備　考
アクティブ アクティブ すべてアクティブ Arm標準のパワー・モード
ローパワー・アクティブ アクティブ ほとんどがアクティブだが制約あり −
スリープ 停止 すべてアクティブ Arm標準のパワー・モード
ローパワー・スリープ 停止 ほとんどがアクティブだが制約あり −
ディープ・スリープ 停止 低周波数動作部分のみアクティブ Arm標準のパワー・モード
ハイバネート 停止 停止 ウェイクアップ時はリセットから開始

表1　PSoC 63のパワー・モード

図1　開発環境PSoC Creatorの画面
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FLLの最大出力周波数は100 MHzです．PLLは入出
力クロックの位相を合わせることができますが，PLL
よりもFLLのほうが消費電流が低く立ち上がり時間
が速い性質があります．

● 豊富で多機能な内蔵メモリ
　PSoC 63は複数種類のメモリを内蔵しています．
　FLASHメモリはサイズが1 Mバイトあり，さらに
32 KバイトのEEPROMエミュレーション領域を備え
ています．FLASHメモリは32 Kバイト単位のブロッ
クに分かれており，セキュリティ・ロックをかけて読
み出しや書き換えを禁止することができます．また
CPUがFLASHメモリをアクセス中でも書き換えがで
きるRWW（Read−While−Write）機能をサポートして
います．
　内蔵SRAMはサイズが288 Kバイトあり，低消費電
力状態のうちのディープ・スリープ・モード（消費電
流＝数μA）でも内容を保持できる領域を，32 Kバイ
ト単位で指定することができます．
　上記以外に，セキュアなブート動作をサポートする
ために特権的なブート・コードや各種初期設定のため
の コ ー ド を 格 納 す る 128 K バ イ ト の SROM

（Supervisory ROM），チップごとにユニークで変更
できない識別子などを格納するための OTP（One 
Time Programmable）型eFuseを1024ビット搭載し
ています．

● Bluetooth Low Energy（BLE）
　PSoC 63の中で最も特徴的な機能がBluetooth Low 
Energy（BLE）です．Bluetooth 4.2で規定されている
リンク層と物理層を実装しています．BLE 5.0規格の

PSoC 63の周辺機能

● きめ細かい内部電源制御
　PSoC 63に外部から印加する電源電圧の範囲は1.7
〜3.6 Vと広いです．外部印加した電源電圧から内部
コア電圧を生成する内蔵電源回路として，単一入力・
複数出力のBuck（降圧）型のDC−DCコンバータを内
蔵しており，その自己消費電力はわずか1μAと低く
抑えられています．
　きめ細かく消費電力を管理するためのパワー・モー
ド（低消費電力状態）が表1に示すように豊富にありま
す．Armが標準で規定しているパワー・モードだけ
でなく，独自のモードが追加されています．ディープ・
スリープ・モードでは64 KバイトのRAMの内容を7
μAの消費電流で保持できます（外部電源3.3 Vかつ内
蔵Buckコンバータ使用時）．またディープ・スリー
プ・モードでは，RAM に加えて，RTC（Real Time 
Clock）や32バイトのユーザ用レジスタなどもその動
作状態を低消費電力で継続できます．

● フレキシブルなクロック制御
　クロック源が豊富にサポートされています．外部に
水晶振動子を接続するタイプの発振器（4 M〜33 MHz
の高速版および32 kHzの時計用），8 MHz±1 ％の内
蔵メイン発振器（IMO，Internal Main Oscillator），超
低消費電力な32 kHz±10 ％の内蔵低速発振器（ILO，
Internal Low speed Oscillator）などを搭載しています．
またクロック源の周波数を逓倍するためのPLL（Phase 
Locked Loop）およびFLL（Frequency Locked Loop）
を内蔵しています．PLLの最大出力周波数は200 MHz，

　温度センサも搭載していて，その出力はA−D変換
器に接続されています．

● プログラマブルなディジタル機能
　PSoC 3 以 降 の 機 能 と し て 特 徴 的 だ っ た UDB

（Universal Digital Block）を12ユニット搭載していま
す．各UDBには8組のマクロ・セル（PLD）と8ビット
のデータ・パスから構成され，標準の周辺機能を追加
したり，ユーザ独自の周辺機能を実現することが可能
です．

● 静電容量式タッチ・センス機能（CapSense）
　PSoCが共通に搭載している 静電容量式タッチ・セ
ンス機能です．SN 比に優れ，濡れにも強く，近接セ
ンスも可能です．ボタンやリニア・スライダなどさま
ざまな形状のタッチ機能を簡単に作成できます．

● オーディオ入出力をサポートする機能
　オーディオ用インターフェースとして，I2S（Inter 
IC Sound）およびステレオ・ディジタル・マイクロフ
ォ ン 用 の PDM（Pulse Density Modulation）信 号 を
PCM（Pulse Code Modulation）データに変換する機能
を搭載しています．

2 Mbps（ビット/秒）のデータ・レートもサポートしま
す．
　具体的には，50Ωのアンテナを駆動できる2.4 GHz
のRFトランシーバとディジタルPHYを搭載し，リン
ク層のエンジンはマスタとスレーブの両モードをサポ
ートします．出力パワーは最大4 dBmまで設定でき
ます．受信感度は−95 dBmで，受信強度測定分解能
RSSI（Received Signal Strength Indicator）は±4 dBm
です．3.3 Vのバッテリと内蔵Buck型DC−DCコンバ
ータを使用したときの消費電流は，送信（TX）で
5.7 mA（0 dBm），受信（RX）で6.7 mA（2 Mbps）と低く
抑えられています．

● プログラマブルなアナログ機能
　A−D変換器としては，分解能が12ビットで変換レ
ートが1 Mspsの逐次比較型を搭載しています．入力
モードは，シングル・エンド型または差動型を選択で
きます．入力信号は16チャネルからシーケンサ経由
で接続でき，平均化機能もサポートしています．
　D−A変換器としては，分解能が12ビットの電圧モ
ード型を搭載しており，出力安定時間は5μs以下です．
　OPアンプは2ユニットあり，低消費電力モードを
備えています．電圧コンパレータも2ユニットあり，
ディープ・スリープ・モードやハイバネート・モード
でも動作する低消費電力型になっています．
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